
★自主財源と依存財源…自主財源は、市税など市が自主的

に収入できる財源のことで、依存財源は国や県から交付

されたり割り当てられる収入のことです。 

★歳入と歳出…国または地方公共団体（県、市町村）の一

会計年度中におけるすべての収入と支出のことです。 

（歳入） 

★市税…市民税や固定資産税など、皆さんが市に納めた税

金です。 

★地方交付税…全国の市町村が同じ水準の行政を進められ

るよう、財政運営の均衡をとるために国から交付される

お金です。 

★国・県支出金…事業などの特定の目的の財源として、国

や県から交付されるお金です。 

（歳出） 

★総務費…市の総括的な事務事業、交通安全、防犯対策等

に要する経費です。 

★民生費…児童、高齢者、障害者などの福祉に要する経費

です。 

★土木費…道路建設や公園の整備、市営住宅の管理などに

要する経費です。 

★教育費…幼稚園、小中学校をはじめ社会教育や文化振興

などの教育全般にわたる経費です。 

★公債費…地方公共団体が借り入れた市債（長期の借金）

の元利償還金及び一時借入金の利子です。 

★その他…消防、商工業振興、議会、ゴミ処理などに要す

る経費です。 

★人件費…職員等に対し勤労の対価、報酬として支払われ

る一切の経費です。 

★扶助費…児童から高齢者まで幅広い市民を対象に国の法

令や市の条例などに基づき、社会生活を援助するために

支出する経費です。 

★普通建設事業費…学校や公営住宅、道路などを建設する

ために支出する経費です。 

 

安慶名4区線道路改築事業 

昆布栄野比線道路改良事業 

兼箇段4-14号線道路整備事業 

石川34号線道路改良事業 

与那城99号線道路整備事業 

勝連2-52号線道路改築事業 

饒辺団地建設事業 

石川地区周辺整備事業 

伊波公園整備事業 

与勝中学校校舎増改築事業 

与那城小学校屋内運動場改築事業 

全国高等学校総合体育大会事務局費 

勝連城跡整備事業 

地域水産物供給基盤整備事業（津堅地区） 

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業（与那城地区） 

安心こども基金特別対策事業  

こどもゆめ基金費 

　第52回うるま市議会定例会で、平成22年度の一般会計予算・特別会計予算が可決されました。 

予算規模は、732億3,446万円で、前年度に比べ4.0％の増額となりました。 

単位（金額：万円、伸び率：％）

特
　
別
　
会
　
計

22年度当初予算額   

 4,286,371

1,674,596

303

71,392

230,611

721,770

1,724

2,700,396

336,679

7,323,446

21年度当初予算額  

4,049,435

1,631,744

1,503

67,301

246,404

700,691

1,717

2,649,360

340,054

7,038,849

比　　較 　　

 236,936

42,852

△ 1,200

4,091

△ 15,793

21,079

7

51,036

△ 3,375

284,597

伸 び 率 

5.9

2.6

△ 79.8

6.1

△ 6.4

3.0

0.4

1.9

△ 1.0

4.0

このうち一般会計予算を款別（目的別）及び性質別に分析すると、次の円グラフのとおりです。 

一般会計予算   428億6,371万円 一般会計予算   428億6,371万円 

歳 入 歳 出 

自主財源 26.1% 
111億9,275万円 

依存財源 73.9% 
316億7,096万円 

市税 20.6% 
88億1,540万円 

その他 5.5% 
23億7,735万円 

地方交付税 25.7% 
110億2,207万円 

国庫支出金 23.9% 
102億6,141万円 

県支出金 8.9% 
38億1,408万円 

その他 4.2% 
17億9,292万円 

民生費 38.6% 
165億3,132万円 

土木費 13.4% 
57億4,446万円 

教育費 12.9% 
55億4,544万円 

公債費 9.2% 
39億5,458万円 

その他 16.8% 
72億3,821万円 

扶助費 26.6% 
113億9,034万円 

公債費 9.2% 
39億5,458万円 

一般会計 

人 口 
＝ 362,760円 

市民一人あたりの 
予算額 

市 税 

人 口 
＝ 74,606円 

市民一人あたりの 
納税額 

内訳（平成22年4月1日現在の人口118,160人で換算） 

公債費  33,468円

民生費  139,906円

教育費  46,932円

土木費  48,616円

今年度の主な事業 

【予算で使われる用語の意味】 

≪問い合わせ先≫　財政課 ☎973−6753

　平成22年度一般会計予算は、428億6,371万円で、前年度の当初予算と比較して23億6,936万円、率

にして5.9％の増額となっています。 

　なお、平成22年度の予算編成において、歳入では地方の財源不足を補てんする臨時財政対策債や地方交

付税の増加が見込まれるものの、歳出においては、子育て支援に活用するうるま市こどもゆめ基金や子ど

も手当の創設、生活保護費など扶助費が増加し、人件費や普通建設事業費が減少しましたが、予算編成は

依然として厳しく約3億8千万円余りの基金を取り崩して、収支の均衡を保っております。 

総務費 9.0% 
38億4,970万円 

人件費 17.8% 
76億4,264万円 

その他 30.2% 
129億4,542万円 

市債 11.2% 
47億8,048万円 

普通建設事業費 16.2% 
69億3,073万円 

総務費  32,580円

その他  61,258円

平成22年度予算決定 

　　　区　　分 
一　　般　　会　　計 
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
老  人  保  健  特  別  会  計
後期高齢者医療特別会計
公共下水道事業特別会計
介  護  保  険  特  別  会  計
農業集落排水事業特別会計
　　　　小　　計 
水   道   事   業   会   計 
合  計（予 算 規 模） 

◎予算の特徴 
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